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　この 1 と 2 は、事業に焦点をあてて考えれば、裾野を最大限にとった意
味での広義の音楽産業の形成であり、その継承・創生の過程は〈メディア
媒介的展開〉ということができよう。また、その事業の担い手に着目すれ









































































場所 講師 場所 取材日時
奄美市笠利 中村武蔵他 小学校 2012/9/11、2013/3/9
奄美市笠利 森山ユリ子 公民館 2014/3/14、2016/3/13
奄美市名瀬 松山美枝子 個人（店） 2017/9/13
奄美市名瀬 昇和美 個人（自宅・店） 2018/3/27
宇検村 石原久子 公民館・個人 2014/3/16
瀬戸内町 永井しずの 公民館 2012/3/17、他数回
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瀬戸内町 岡野正己 公民館 2012/3/15
喜界町 安田宝英 公民館 2012/9/7
喜界町 菅沼節枝 公民館（地区） 2018/3/22
伊仙町 泉憲秀才 公民館・個人（集会所） 2017/3/22、23
天城町 森田克己 個人（自宅） 2017/3/16
徳之島町 西久幸 不明 2017/3/23
徳之島町 治井治代 不明 2017/3/23
知名町 川畑先民 個人（自宅） 2016/9/10
知名町 前田綾子 公民館 2016/3/12
和泊町 山下幸秀 公民館・個人（自宅） 2016/9/10
和泊町 撰ヨネ 公民館 2016/3/10
和泊町 鍋田武則 公民館（地区） 2016/3/11
与論町 池田直峯 公民館 2016/2/11、2016/9/7







































・1970 年代には 3 校、1980 年代後半に 6 校、1990 年代に 7 校が加わり徐々
に増えたが、とりわけ「総合的な学習の時間」がスタートした 2002 年
























めたのが表 2 ～ 4 である。島唄・三味線だけではなく、郷土芸能の音文化
に関わるもの、さらに奄美のうた文化の一つでもある新民謡も加えて表化
してある。
　資料が残っている限りでは 1979 年からのほぼ 10 年は中央公民館を中心
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期でもある。元ちとせが奄美民謡大賞を受賞したのは 1996 年（第 17 回）
であるが、その時期よりも、メジャーデビューし「ワダツミの木」がヒッ
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　筆者の確認した資料では龍郷の公民館講座は 1979 年からであるので、
龍郷町のケースであれば 1970 年代からほぼ 20 年間は、中央公民館で、あ
る意味では細々と講座が続けられていたことになる（受講者数は不明）。




































利町（2010 年度）では 1 回 3900 円、大和村（2011 年度）では 1 回
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　2015 年の調査では、過去 4 年間の受講者数も調べた。各教室にはいっ
たいどのくらいの受講者がいるのだろう。それは、奄美で島唄を継承する
裾野であり、また大会などに出場する若い世代の母体ともなるからだ。
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表 7. 奄美大島の公民館島唄講座の受講者数（2011 〜 14）



















前田三味線教室 40 38 40 50 40 47 40 26
前田民謡（一般）教室 40 28 40 48 40 35 40 25
島唄（かさん節）一般教室 30 43 40 59 40 59 40 58
森山民謡教室（一般） 30 59 50 51 40 54 30 38
森山民謡教室（少年・少女） 15 16 20 22 20 24 20 22
大笠利わらぶぇ島唄教室（大笠利） 50 38 40 21 40 16 40 30
龍郷町
瀬留島唄教室（瀬留） 　 25 　 25 　 　 　 　
嘉渡島唄教室（嘉渡） 　 21 　 14 　 14 　 　
安木場三味線教室（安木場） 　 13 　 15 　 10 　 　
六調三味線教室 　 16 　 23 　 16 　 28
マンデー三味線・島唄教室（自主） 　 ／ 　 ／ 　 　 　 19
六調太鼓・三味線教室（自主） 　 ／ 　 ／ 　 　 　 　
島唄教室（山ゆり会）（自主） 　 ／ 　 ／ 　 　 　 32
奄美市
島唄 60 40 60 53 60 48 60 35
三味線 40 29 40 43 40 47 40 41
島唄（住用） 20 14 20 11 20 13 20 6
大和村
島唄 　 19 　 27 　 23 　 13
三味線 　 16 　 26 　 17 　 12
三味線（今里小学校） 　 6 　 ／ 　 ／ 　 16
宇検村
島唄・三味線 　 10 　 12 　 12 　 13
島唄同好会（自主） 　 11 　 10 　 　 　 11
瀬戸内町
島唄 30 34 30 43 30 34 30 31
島唄同好会（自主） 　 ／ 　 5 　 ／ 　 ／
重田三味線教室（自主） 　 17 　 13 　 13 　 9
奄美民謡武下流瀬戸内同好会（自主） 　 36 　 32 　 30 　 25
永井三味線教室（自主） 　 40 　 40 　 40 　 26
岡野島唄教室（自主） 　 6 　 5 　 5 　 4
（加藤晴明作成：2015.4.15）
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表 8. 奄美群島（奄美大島以外）の公民館島唄講座の受講者数（2011 〜 14）



















喜界島民謡三味線 20 22 　 ／ 　 ／ 　 ／
喜界島民謡三味線 　 ／ 20 21 20 28 20 28
三味線と民謡 30 27 30 27 24 24 30 21
天城町
島むすめ（三味線・島唄）（自主） 　 7 　 8 　 8 　 9
子宝六調バンド 　 30 　 33 　 37 　 41
島唄・三味線 　 ／ 　 ／ 　 ／ 　 12
徳之島町
島唄 20 　 20 　 20 　 20 　
島唄・三味線 20 　 20 　 20 　 20 　
三味線（山里地区） 20 　 ／ 　 ／ 　 ／ 　
伊仙町町
島唄・三味線 　 15 　 19 　 18 　 18
民謡保存会 　 ／ 　 8 　 8 　 8
和泊町
三味線 15 23 15 21 15 25 20 23
民謡 15 10 15 11 20 15 20 16
根折子供三味線 15 10 15 13 15 6 ／ ／
国頭島唄 ／ ／ ／ ／ ／ ／ 20 14
知名町
三線田皆教室 　 21 　 21 　 27 　 22
三線中央教室 　 12 　 20 　 36 　 22
民謡教室 　 22 　 18 　 19 　 27
与論町
三線初級Ａ 　 30 　 32 　 35 　 ／
三線初級Ｂ 　 22 　 25 　 29 　 ／
三線中級 　 12 　 7 　 11 　 19
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オケを楽しむのとは訳が違うのであり、それが中年男性などに拡がらない
要因でもあるのだろう。
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